
令和４年度 再評価対象事業一覧表（農業農村整備・県事業）

事業 経過 対応
全体事業費 受益面積 事業内容 採択 年数 事業を巡る社会経済情勢の変化及び地元状況等 方針

百万円 ｈａ （％）

1
農地中間管理機
構関連農地整備
事業

芳崎
ほ う ざ き

阿南市 846 50.2 区画整理工　A=50.2ha H30 5 ② 57

　本地区は、区画が狭小で不整形な農地が多く、農道も狭隘で、用排水路も老
朽化が著しいことから、維持管理にも多大な労力を要し、農業経営の効率化が
困難な状況にある。
　農業者の高齢化が進む中、条件不利な農地は担い手が借り受けず、耕作放棄
となるリスクが高いことから、対象農地すべてを農地中間管理機構に貸与する
ことにより、農業者に費用負担を求めることなく、ほ場整備等の基盤整備が可
能となる本事業に着手している。
　地域では、本事業により、農地の生産性を高め、担い手への農地の集積・集
約化を加速することで、豊かで競争力のある農業の実現を目指している。
　地元受益者や阿南市からは、事業の早期完成を要望されている。

継続

2
国営付帯県営
農地防災事業

大津
お お つ

東部
と う ぶ

東
ひがし

2期
き 鳴門市 448 39.9

揚水機場工　1箇所
管水路工　6.3km
ファームポンド　1箇
所

H30 5 ② 83

 本地区は、鳴門市大津町の甘藷を中心とした畑作地帯であり、農業従事者は
比較的若く、営農意欲も高い。
　一方で、地区内は既設の用排兼用水路を水源としているが、混住化による水
質悪化や施設の老朽化等により、営農に支障を来している。
　このため、本事業により国営吉野川下流域地区に水源を転換し、農業用水の
水質改善及び用水施設の機能回復により、農業経営の安定化を図る。
　地元及び鳴門市からは、事業の早期完成を強く要望されている。

継続

3
耕地地すべり
防止事業 つるぎ北

き た

美馬郡つるぎ町 450 481.5

排水ボーリング工
L=17,145m
集水井工　N=1基
擁壁工　N=1箇所
床固工　N=2基

H30 5 ② 58

　近年、地球温暖化に伴う気候変動により、豪雨の激甚化・頻発化が進んでお
り、これに伴い土砂災害の発生頻度も増加傾向にある。地元住民からも、ゲリ
ラ豪雨や線状降水帯等による地すべり災害を危惧する声が年々高まっており、
住民の安全･安心な生活の確保を図る県土の強靱化が急務となっている。
　一方、当地区においても、農業従事者の高齢化が進み、営農状況は厳しいも
のの、傾斜地における畑作を中心とした営農が維持されている。
　さらに、H30年の「世界農業遺産（にし阿波の傾斜地農業システム）」の認
定を契機に、地域を挙げて営農継続への熱意も高まっており、地元及びつるぎ
町からは、事業の早期完成を強く要望されている。

継続

4
老朽ため池等
整備事業 妙見

みょうけん

池
い け

阿南市 221 5.5
堤体工 1式
洪水吐工 1式
取水施設工 1式

H30 5 ② 73

　妙見池は、阿南市新野町の農地5.5haの貴重な水源として江戸時代から活用
されている農業用ため池である。
　平成30年7月豪雨を契機として、農業用ため池への防災意識は高まってお
り、本地区においても、被害想定区域には住宅，農地のほか、ＪＲ牟岐線、県
道２４号（三次緊急輸送道路）があり、地域防災の安全度の向上のため補強対
策は必要として、事業着手している。
　また、農業を取り巻く情勢は、農業従事者の高齢化や後継者不足等により厳
しいものの、本地区の営農意欲は強く。安定的な農業用水の供給は必要である
ことから、地元及び阿南市からは、事業の早期完成を強く要望されている。

継続

5
老朽ため池等
整備事業 花園

は な ぞ の

池
い け

三好市 149 13.0
堤体工　1式
洪水吐工　1式
取水施設工　1式

H30 5 ② 95

　花園池は、三好市三野町の農地13haの貴重な水源として、築造から100余年
の間、活用されている農業用ため池である。
　平成30年７月豪雨を契機に防災対策への社会的関心は高まっており、本地区
においても、被害想定区域には住宅、農地のほか、県道１２号（二次緊急輸送
道路）があり、地域防災の安全度の向上のため補強対策は必要として、事業着
手している。
　また、農業を取り巻く情勢は、農業従事者の高齢化や後継者不足等により厳
しいものの、本地区の営農意欲は強く、安定的な農業用水の供給は必要である
ことから、地元及び三好市からは、事業の早期完成を強く要望されている。

継続

①事業採択後５年間を経過した時点で未着工の事業箇所
②事業採択後５年間を経過した時点で継続中の事業箇所
③事業採択後１０年間を経過した時点で継続中の事業箇所

⑥再評価後５年間を経過した時点で継続中の事業箇所

事業費
進捗率

      評価対象の区分

④事業採択後の準備・計画段階で５年間が経過している事業箇所
⑤その他社会経済情勢の変化により再評価が必要となった事業箇所

番号 事　業　名 地区名等
ふ　り　が　な

箇所名

基本諸元（全体事業費・受益面積等）

区分



令和４年度 再評価対象事業一覧表（水産基盤整備・県事業）

事業 経過 対応
全体事業費 採択 年数 事業を巡る社会経済情勢の変化及び地元状況等 方針

百万円 （％）

6
広域漁港整備
事業 椿

ツバキ

泊
ドマリ

漁港
ギ ョ コ ウ 谷ノ浦地区

大深川原地区　他
4,986 H30 5 ② 30

  本事業は，椿泊漁港において，外郭施設，係留施設，臨港道路
等の整備により安全で効率的な水産物供給基盤体制の確保を図る
とともに，衛生管理に対応した荷さばき所の整備により水産物流
通の効率化や集出荷機能の集約による産地市場の競争力強化を図
ることを目的として，平成30年に着手した。
　流通コストの増加や魚価低下の改善を図るため，近隣の産地市
場を統合し，椿泊漁港のほか阿南市内７漁港３港湾の集出荷機能
を本港に集約する予定である。伊島漁協と橘漁協についてはすで
に機能集約済みであり，早期完成が期待される。

継続

①事業採択後５年間を経過した時点で未着工の事業箇所
②事業採択後５年間を経過した時点で継続中の事業箇所
③事業採択後１０年間を経過した時点で継続中の事業箇所

⑥再評価後５年間を経過した時点で継続中の事業箇所

区分

事業費
進捗率

工種･数量等

東防波堤（改良）L=156.8m
東防波堤　L=30.0m
西防波堤（改良）L=120.0m
西護岸（改良）L=30.0m
-3.0m岸壁（改良）L=100.0m
浮体式係船岸　N=2基
臨港道路①　L=280m
臨港道路②　L=1,200m
駐車場　A=280m2
防風フェンス　N=1式
荷さばき所　N=1棟

⑤その他社会経済情勢の変化により再評価が必要となった事業箇所

      評価対象の区分

④事業採択後の準備・計画段階で５年間が経過している事業箇所

番号 事　業　名 漁港
ふ り が な

名等 箇所名

基本諸元（全体事業費・工種等）



令和４年度　再評価対象事業一覧表（県土整備部関係事業・県及び市町村事業）

　　 基　本　諸　元 経過 対応方針

全体事業費 C(百万円)等 年数 事業費 用地 事業を巡る社会経済情勢・地元状況の変化等

1 道路改築事業 徳島県

主要地方道

阿南
あなん

小松島
こまつしま

線
せん

立江
たつえ

櫛渕
くしぶち

工区
こうく

小松島市
L=1,100m
W=3.5(7.0)ｍ
C=4,500百万円

R1 4 ⑤ 43 100

　当路線は，阿南市阿瀬比町を起点として小松島市赤石町に至
る主要幹線道路であり，立江櫛渕地区において徳島南部自動車
道と交差している。地域活性化ＩＣを設置することにより，小
松島南部地区の地域活性化はもとより，地域防災力の向上を図
る。令和８年度の完成供用を目指している。

継続

2 道路改築事業 徳島県
一般国道４３８号

上分
かみぶん

工区
こうく 神山町

L=1,600m
W=6.0(8.0)m
C=3,700百万円

H15 20 ⑥ 77 89

　当路線は，徳島県徳島市から神山町上分地区を経由し，香川
県坂出市に至る幹線道路で第３次緊急輸送道路に指定されてい
る。当該区間は人家連たん地であるが，幅員狭小で線形不良区
間も連続し，交通の隘路となっていることから，当該事業によ
り安全で円滑な交通を確保する。令和９年度の完成供用を目指
している。

継続

3 公共街路事業 徳島県
（都）徳島

とくしま ひがし

東環状線
かんじょうせん

末広
すえひろ

・住吉
すみよし

工区
こうく 徳島市

L=1,770m
W=36(77.6)m
C=57,000百万円

H7 28 ⑤ 85 100

　当路線は，徳島環状道路の東部に位置し，徳島東環状道路及
び国道192号徳島南環状道路等で形成される地域高規格道路であ
り，徳島南部自動車道と一体となり，地域の連携強化を図ると
ともに，徳島市内の慢性的な渋滞解消，地域振興，防災対策に
寄与する重要な社会基盤である。令和10年度の完成供用を目指
している。

継続

4 通常砂防事業 徳島県 高森
たかもり

東谷
ひがしだに

佐那河内村
砂防堰堤 N=1基
渓流保全工
C=380百万円

H24 11 ⑥ 76 100

　当箇所は、名東郡佐那河内村下字中辺に位置し、人家17戸、
要配慮者利用施設である保育所や避難所である小中学校等を保
全するため、平成24年度より砂防事業に着手しており、令和7年
度の完成を目指している。

継続

5 通常砂防事業 徳島県 前山
まえやま

谷
だに

勝浦町
砂防堰堤 N=1基
渓流保全工
C=440百万円

H26 9 ⑥ 66 100

　当箇所は、勝浦郡勝浦町大字中角字豊田に位置し、人家9戸、
避難所である小学校や要配慮者利用施設である保育園等を保全
するため、平成26年度より砂防事業に着手しており、令和8年度
の完成を目指している。

継続

6 通常砂防事業 徳島県 鳥
とり

ヶ丸
まる

谷
たに

鳴門市
砂防堰堤 N=1基
渓流保全工
C=310百万円

H21 14 ⑥ 81 100
　当箇所は、鳴門市北灘町鳥ヶ丸に位置し、人家17戸、避難所
である集会所や国道等を保全するため、平成21年度より砂防事
業に着手しており、令和7年度の完成を目指している。

継続

7 通常砂防事業 徳島県 谷口
たにぐち

局
きょく

谷
だに

美馬市
砂防堰堤 N=2基
渓流保全工
C=470百万円

H24 11 ⑥ 65 100

　当箇所は、美馬市木屋平字谷口に位置し、人家5戸、避難所で
ある小中学校や要配慮者利用施設である幼稚園等を保全するた
め、平成24年度より砂防事業に着手しており、令和9年度の完成
を目指している。

継続

8 通常砂防事業 徳島県 政友
まさとも

谷
だに

三好市
砂防堰堤 N=2基
渓流保全工
C=380百万円

H27 8 ⑥ 69 100

　当箇所は、三好市山城町政友に位置し、避難所である旧小学
校や要配慮者利用施設である保育所等を保全するため、平成27
年度より砂防事業に着手しており、令和7年度の完成を目指して
いる。

継続

進捗率(%)

番号 事　業　名 事業者 路線名・河川名等 市町村名 区分
事業採
択年度



　　 基　本　諸　元 経過 対応方針

全体事業費 C(百万円)等 年数 事業費 用地 事業を巡る社会経済情勢・地元状況の変化等

進捗率(%)

番号 事　業　名 事業者 路線名・河川名等 市町村名 区分
事業採
択年度

9 通常砂防事業 徳島県 オモ谷
だに

三好市
砂防堰堤 N=1基
渓流保全工
C=460百万円

H27 8 ⑥ 62 100
 当箇所は、三好市池田町イケミナミに位置し、人家185戸、要
配慮者利用施設等を保全するため、平成27年度より砂防事業に
着手しており、令和7年度の完成を目指している。

継続

10 通常砂防事業 徳島県 池
いけ

ノ内
うち

谷
だに

美波町
砂防堰堤 N=5基
渓流保全工
C=460百万円

H24 11 ⑥ 67 100

　当箇所は、海部郡美波町北河内字本村に位置し、人家8戸、避
難所および要配慮者利用施設である障がい者支援センター等を
保全するため、平成24年度より砂防事業に着手しており、令和8
年度の完成を目指している。

継続

11 総合流域防災事業 徳島県 小
こ

溜
ため

谷
だに

阿南市
砂防堰堤 N=2基
渓流保全工
C=680百万円

H23 12 ⑥ 87 100

　当箇所は、阿南市伊島町瀬戸に位置し、人家1戸、要配慮者利
用施設である保育所や避難所である旧小中学校等を保全するた
め、平成23年度より砂防事業に着手しており、令和7年度の完成
を目指している。

継続

12 急傾斜地崩壊対策事業 徳島県 宮内
みやうち

美馬市
擁壁工L=400m
C=390百万円

H23 12 ⑤ 72 85

　当箇所は，美馬市穴吹町口山に位置し，人家19戸及び国道492
号，避難場所である集会所等を保全するため，急傾斜施設によ
る整備を平成23年度より事業着手しており，令和7年度の完成を
目指している。

継続

評価対象事項の①～⑦の区分
　　① 事業採択後５（３）年目で未着工の事業箇所 　　⑤ その他，社会経済情勢の変化等により見直しが必要な事業箇所
　　② 事業採択後５年目で継続中の事業箇所（補助事業,砂防事業） 　　⑥ 再評価後５（３）年間を経過した事業
　　③ 事業採択後１０年目で継続中の事業箇所（交付金事業等） 　　⑦ 事後評価対象
　　④ 事業採択後の準備・計画段階で５年間が経過している事業箇所

※①，⑥の（）は砂防事業の場合



令和４年度　事後評価対象事業一覧表（県土整備部関係事業・県及び市町村事業）

　　 基　本　諸　元 事業採択

  全体事業費 C(百万円)等 年度

1
地すべり対策
事業

徳島県 高岩
たかいわ

つるぎ町

横ボーリング工
L=1,350m
水路工 L=326m
C=137百万円

H27

　当箇所は美馬郡つるぎ町半田字下竹に位置し、保全対象として
人家11戸および町道を含む地すべり防止区域である。町道擁壁や
民家の変状、クラックが見受けられ、地すべりの危険性が高まっ
ていた。平成27年度に着手し、令和3年1月に完成した。

事業を巡る社会経済情勢・地元状況の変化等番号 事　業　名 事業者
路線名・
河川名等

市町村名


